
　
「2020年の教育クラウド普及に向けて」

開催日時

場　　所

パネリスト

初等教育および中高教育の現場でも導入の進む「教育クラウド」の効果的な活用方法や課題について、 
アクティブ・ラーニングの視点から学校・自治体・企業担当者及びフロアの参加者と一緒に 
普及への課題と展望について、パネルディス カッションを行いたいと思います。 

パネルディスカッション(パネラーによる進行) 

講演者プロフィール
<問題提起及び進行>
◆吉田和夫(玉川大学、日本アクティブ・ラーニング学会理事)

<コーディネーター> 

◆木村 裕文:株式会社夢デザイン総合研究所 代表取締役 

<パネリスト>     

◆西田 光昭(柏市立 柏第二小学校前校長) 

◆後藤 正樹(株式会社コードタクト代表取締役) 

◆竹元 賢治(インテル株式会社 インダストリー事業本部 教育事業推進担当部長）

＜総合司会＞

白戸 治久（日本アクティブ・ラーニング学会副会長）

武蔵野大学有明キャンパス １号館２F ２０８教室
木村裕文・西田光昭・後藤正樹・竹元賢治

パネルディスカッション公演形式

内容

ここに注目！

講演者プロフィール

・海外の事例によるICT環境・整備の実例紹介
・学校・自治体より教育クラウドにより学びの紹介 

・事業者より教育クラウドプラットホームの紹介 

・教育クラウドのよる新しい学びのデザインの紹介
・教育クラウド普及への課題と展望

2017年 8月 26日(土) 10:00-12:00

～課題と展望をアクティブ・ラーニングの視点から考える～


